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ま
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す
ま
い
と
暮
ら
し　

　
　

第
一
節　

新
し
い
居
住
形
態
の
幕
開
け

一
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
と
企
業
住
宅
の
形
成

　

邸
宅
跡
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設　
　

昭
和
三
十
年
代
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
市
街
地
で
は
、
木
造
戸
建
家
屋
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
四
十
年
代
に
入
り
、
屋
敷
町
に
新
た
な
居
住
形
態
が
登
場
す
る
。
宅
地
面
積
の
広
い
邸
宅
跡
地
や
そ
の
周
辺
な
ど
に
、
マ
ン

シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
特
に
山
手
や
芦
屋
川
沿
い
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
地
は
、
鉄
道
駅
周
辺
や
本
通
・

三
八
通
商
店
街
と
い
っ
た
利
便
性
が
高
い
中
心
部
で
は
な
く
、
む
し
ろ
山
手
や
芦
屋
川
沿
い
な
ど
風
光
明
媚
な
環
境
を
も
つ
周
辺
部

で
建
設
が
始
ま
っ
た
。

　

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
に
は
芦
屋
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ
（
山
手
町
）、
芦
屋
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
（
西
山
町
）、
芦
屋
ヴ
ィ
ラ

（
岩
園
町
）、
芦
屋
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ツ
（
岩
園
町
）
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
が
入
店
す
る

シ
ャ
ト
ー
芦
屋
（
朝
日
ケ
丘
町
）
な
ど
も
み
ら
れ
た
。

　

芦
屋
川
沿
い
で
は
、
右
岸
下
流
の
芦
屋
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
平
田
町
）、
左
岸
に
松
浜
ハ
イ
ツ
（
松
浜
町
）、
コ
ー
プ
芦
屋
（
松
浜
町
）

な
ど
が
、
松
林
の
続
く
芦
屋
公
園
に
隣
接
す
る
風
光
明
媚
な
敷
地
に
建
設
さ
れ
て
い
く
。
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企
業
寮
と
企
業
社
宅　
　

市
街
地
の
多
く
を
し
め
た
戸
建
建
築
の
他
方
で
、
市
内
に
は
昭
和
四
十
年
代
か
ら
は
企
業
寮
も
目
立
っ

て
く
る
。
こ
れ
ら
は
特
に
旧
海
岸
地
域
に
お
い
て
集
積
し
て
い
る
。
当
時
そ
こ
に
は
、
住
友
化
学
、
神
戸
銀
行
、
三
菱
銀
行
、
日

商
、
富
士
銀
行
、
神
鋼
商
事
、
東
京
海
上
火
災
、
第
一
銀
行
、
日
綿
実
業
、
日
本
銀
行
、
森
下
仁
丹
な
ど
が
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年

代
ま
で
海
水
浴
場
と
し
て
賑
わ
っ
た
浜
辺
に
形
成
さ
れ
て
い
た
別
荘
地
も
、
砂
浜
の
埋
め
立
て
が
進
む
な
か
で
、
企
業
社
宅
へ
と
変

容
し
て
い
っ
た
。

　

企
業
社
宅
は
、
山
手
に
も
点
在
す
る
が
、
海
岸
部
の
よ
う
な
集
積
は
な
く
、
一
部
、
翠
ケ
丘
町
に
福
岡
銀
行
、
富
士
銀
行
、
日
商

の
寮
が
集
ま
っ
て
い
た
。
市
内
東
部
（
旧
打
出
村
）
に
あ
た
る
山
手
に
住
友
、
浜
手
に
川
崎
製
鉄
と
大
規
模
な
企
業
社
宅
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
た
め
市
内
小
中
学
校
で
は
、
社
宅
に
入
る
転
校
生
も
多
く
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
生
徒
た
ち
も
学
期
ご
と
に
お
別
れ
を
迎
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
． 

た
め
池
と
橋

　

た
め
池
の
風
景　
　

住
宅
街
に
新
た
な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
そ
れ
ら
と
共
存
し
て
い
た
農
村
風
景
も
変
容
す
る
。

別
荘
地
開
発
が
先
行
し
た
西
部
の
芦
屋
川
流
域
は
既
に
戦
前
に
市
街
化
し
て
い
た
が
、
東
部
の
宮
川
上
流
に
は
農
村
風
景
が
広
が

り
、
農
業
用
水
と
な
る
た
め
池
も
朝
日
ケ
丘
町
や
岩
園
町
北
部
に
は
残
さ
れ
た
。
仲
ノ
池
（
岩
園
町
）
は
釣
り
池
や
子
ど
も
の
遊
び

場
と
し
て
賑
わ
い
、
朝
日
ケ
丘
町
で
は
釣
堀
と
な
り
、
子
ど
も
の
日
に
は
小
学
生
対
象
の
釣
り
大
会
も
開
か
れ
た
。
た
め
池
は
、
田
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園
周
辺
で
は
風
景
を
形
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
土つ
く
し筆
狩
の
場
や
子
ど
も
の
遊
び
場
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
風
景
が
昭
和
五
十

年
代
ま
で
つ
づ
く
。

　

芦
屋
の
橋
物
語　
　

本
市
は
、
西
部
に
芦
屋
川
、
東
部
に
宮
川
と
、
川
を
中
心
と
し
て
ま
ち
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
発
展
に
伴
い
数

多
く
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
き
た
。
芦
屋
川
と
宮
川
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
生
ま
れ
て
き
た
。
芦
屋
川
に
は
、
こ
の
地
が
舞
台
と

な
っ
た
能
楽
や
歴
史
に
ち
な
む
名
が
刻
ま
れ
て
い
く
。
南
か
ら
鵺ぬ

え

塚づ
か

橋ば
し

、
公
光
橋
、
業
平
橋
、
月
若
橋
な
ど
、
文
学
的
な
命
名
が
さ

れ
て
き
た
。

　

一
方
、
宮
川
で
は
、
芦
屋
川
よ
り
も
数
多
く
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
、
芦
月
橋
、
常
盤
橋
、
水
道
橋
と
、
多
彩
な
命
名

が
行
な
わ
れ
て
い
く
。
ま
た
橋
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
り
、
下
流
部
で
は
橋
ご
と
に
お
地
蔵
さ
ん
が
飾
ら
れ
、
夏
の
地
蔵

盆
も
盛
ん
に
開
か
れ
て
い
く
。
中
流
域
に
は
邸
宅
か
ら
も
橋
が
架
か
り
、
個
人
的
に
命
名
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ほ
か
に
も

岸
ノ
郷
橋
な
ど
の
旧
字
名
や
、
戦
前
の
別
荘
地
名
で
あ
る
有
楽
橋
な
ど
、
多
彩
な
命
名
の
橋
が
架
か
る
。

　

本
市
の
開
発
は
戦
前
か
ら
橋
に
特
徴
を
も
つ
。
昭
和
初
期
の
六
麓
荘
の
開
発
に
は
、
住
宅
地
を
流
れ
る
ド
ン
ド
ン
川
に
一
〇
の
橋

が
架
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
日
の
出
橋
、
雲
渓
橋
、
虹
見
橋
な
ど
、
意
匠
の
異
な
る
石
橋
が
架
け
ら
れ
、
戦
後
の
芦
屋
霊
園
に
お
け
る

開
発
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
年
代
か
ら
始
ま
る
芦
有
道
路
開
発
に
お
い
て
も
、
同
様
に
個
性
的
な
橋
が
誕
生
し
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、
わ
が
国
で
も

先
駆
的
な
ア
ル
ミ
二
ウ
ム
を
使
用
し
た
橋
脚
な
ど
、
創
意
が
み
ら
れ
、
芦
屋
の
ま
ち
の
風
景
を
飾
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
平
野

橋
、
西
村
橋
な
ど
芦
有
開
発
株
式
会
社
の
役
員
の
名
が
橋
に
刻
ま
れ
て
い
っ
た
。
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一
方
で
市
街
地
形
成
の
な
か
で
、
芦
屋
川
で
は
、
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
、
永

保
橋
が
な
く
な
り
、
ま
た
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
公
光
橋
が
木
造
か
ら
鉄
筋
へ
か
わ
る
な

ど
、
名
橋
も
移
り
変
わ
っ
て
い
く
。
宮
川
は
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
海
へ
の
び
、
汐
凪
橋
、

宮
川
大
橋
、
汐
見
橋
と
、
ま
た
新
た
な
タ
イ
プ
の
宮
川
の
橋
が
増
え
て
い
く
（
5
‐
1
）。

　

こ
う
し
た
ま
ち
の
交
通
や
開
発
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
架
か
る
橋
が
ま
た
新
し
い
風
景
を

形
成
し
て
い
く
。
そ
の
一
方
で
、
交
通
の
変
化
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
九
年
、
国
道
二
号
の

風
景
と
な
っ
て
い
た
阪
神
国
道
電
車
が
廃
止
さ
れ
、
一
つ
の
風
物
が
消
え
た
。

三
． 

山
へ
海
へ
延
び
る
芦
屋

　

山
と
海
の
開
発　
　

山
と
海
が
せ
ま
る
本
市
は
、
市
街
地
形
成
の
た
め
に
は
、
山
へ
海
へ
広
が
っ
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
。
本
市

の
山
地
開
発
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
芦
有
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
開
通
以
降
、
昭
和
四
十
四
年
に
奥
池
町
一
帯
の
第
一
工
区
の
工
事
が

完
了
し
、
住
宅
地
に
は
、
企
業
保
養
所
や
研
修
施
設
も
形
成
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
八
年
に
は
、
奥
池
南
町
一
帯
の
第
三
工
区
が
完
了

し
、「
芦
屋
ハ
イ
ラ
ン
ド
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
山
の
上
に
生
ま
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
戸
建
住
宅
を
中
心
と
す
る
開

発
は
、
戦
前
に
既
存
樹
林
を
残
し
な
が
ら
行
な
わ
れ
た
六
麓
荘
と
の
共
通
点
も
少
な
く
な
い
。
奥
池
地
区
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に

5-1　宮川河口からの汐見橋（手前）、
宮川大橋（後）
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囲
ま
れ
環
境
が
活
か
さ
れ
た
開
発
と
な
っ
た
。

　

同
時
代
、
海
へ
広
が
っ
た
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
に
は
、
そ
れ
ま
で
の

市
街
地
と
は
対
照
的
な
景
観
を
形
成
し
て
い
く
。
昭
和
五
十
年
三
月
に

造
成
が
完
了
し
、
芦
屋
浜
住
宅
団
地
の
建
設
が
進
展
し
て
い
く
。
当
時

周
辺
の
都
市
で
は
、
臨
海
部
の
工
場
誘
致
が
進
め
ら
れ
て
き
た
な
か
で

本
市
が
選
択
し
た
の
は
住
宅
都
市
計
画
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
に

高
層
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
る
。
こ
の
高
層
住
宅
は
、
日
本
建
築
学
会

賞
を
受
賞
す
る
。
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
中
央
に
生
ま
れ
た
ダ
イ
エ
ー

に
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
真
新
し
さ
も
あ
り
山
手
地
域
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
市

民
体
育
祭
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
市
民
グ
ラ
ン
ド
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
シ
ー
サ
ー
ド
タ
ウ
ン
に
新
設

さ
れ
た
野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
の
開
催
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
く
。

5-2　キャナルパークからの高層住宅
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第
二
節　

村
の
伝
統
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
再
発
見
（
昭
和
五
十
年
代
）

一
． 
伝
統
行
事
の
再
生 

　

だ
ん
じ
り
の
復
活
と
「
ハ
ワ
イ
ま
つ
り
」　　

新
し
く
生
ま
れ
た
奥
池
の
ま
ち
に
、
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
か
ら
「
ハ
ワ

イ
ま
つ
り
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
奥
池
東
側
の
水
辺
に
野
外
ス
テ
ー
ジ
と
、
芝
生
の
観
覧
席
が
設
置
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
の

舞
踊
団
に
よ
る
歌
と
踊
り
な
ど
が
七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
二
十
四
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。
ハ
ワ
イ
ま
つ
り
は
昭
和
四
十
三
年
ま
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
期
間
に
一
〇
万
人

前
後
が
集
ま
っ
た
年
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

新
し
い
ま
ち
に
祭
り
が
生
ま
れ
る
な
か
で
、
市
内
で
は
伝
統
的
な
祭
り
が
復
活

し
て
き
た
。
市
内
に
お
け
る
祭
事
と
し
て
は
、
十
月
十
五
・
十
六
日
に
芦
屋
神
社
、

十
七
日
に
打
出
天
神
社
の
祭
り
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
都
市
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、

祭
り
が
衰
退
し
て
い
く
な
か
で
引
起
こ
さ
れ
た
だ
ん
じ
り
処
分
問
題
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
逆
に
祭
り
復
活
へ
と
機
運
が
高
ま
っ
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
「
山
之
町
地
車
愛
好
会
」
が
発
足
し
、
だ
ん
じ
り
巡
行
が
行
な
わ

れ
た
。
翌
昭
和
四
十
九
年
に
は
「
打
出
」
に
も
組
織
が
た
ち
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

5-3　あしや秋まつりに集合しただんじり
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地
域
で
巡
行
さ
れ
た
。
巡
行
す
る
際
に
は
二
基
が
市
役
所
で
合
流
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。　

　

昭
和
五
十
七
年
に
「
西
之
町
」、
同
六
十
二
年
に
「
精
道
」、
平
成
二
年
に
「
三
条
」
が
巡
行
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
あ
わ
せ
て
五

基
が
「
あ
し
や
秋
ま
つ
り
」
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

だ
ん
じ
り
は
、
も
と
も
と
は
氏
神
で
あ
っ
た
芦
屋
神
社
や
打
出
天
神
社
の
祭
事
に
あ
わ
せ
て
巡
行
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
十
月

中
旬
の
土
日
に
巡
行
さ
れ
て
い
る
。
神
事
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
新
た
な
ま
つ
り
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

　

本
市
の
ま
つ
り
と
し
て
は
、「
業
平
ま
つ
り
」（
昭
和
二
十
七
年
）、「
あ
し
や
ま
つ
り
」（
昭
和
三
十
三
年
）、「
あ
し
や
岩
ま
つ
り　

そ
の

後
あ
し
や
山
ま
つ
り
と
改
称
」（
昭
和
三
十
六
年
）
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
、
祭
り
が
少
し
ず
つ
形
を
か
え
て
い
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年

か
ら
「
芦
屋
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
「
芦
屋
さ
く
ら
ま
つ
り
」、
平
成
元
年
か
ら
「
あ
し
や
秋
ま
つ
り
」

（
5
‐
3
）
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

二
． 

阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
洋
館

　

近
代
建
築
の
そ
の
後　
　

昭
和
四
十
年
代
以
降
の
、
市
街
化
の
進
行
は
、
歴
史
的
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
き
た
建
築
に
も
少
な
か
ら

ず
影
響
を
与
え
て
い
く
。
本
市
に
お
け
る
歴
史
的
建
造
物
に
は
、
旧
村
落
部
に
お
け
る
日
本
建
築
も
み
ら
れ
る
が
、
特
徴
的
な
の
は

大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
大
阪
財
界
人
に
よ
る
郊
外
住
宅
地
と
し
て
花
開
い
た
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
わ
れ
る
一
連
の
建

築
で
あ
る
。
な
か
で
も
洋
館
建
築
は
、
戦
後
に
お
い
て
も
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
建
造
物

の
な
か
に
は
姿
を
消
し
て
い
く
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
個
人
所
有
で
あ
り
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
消
滅
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し
た
。
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
に
市
立
図
書
館
と
し
て
買
収
さ
れ
た
松
山

與
兵
衛
邸
（
打
出
小
槌
町　

5
‐
4
）
な
ど
は
建
築
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
そ
う
し
た
例
は
少
な
い
。
ま
た
企
業
や
団
体
所
有
と
な
っ
て
共
済
組
合
芦

屋
会
館
（
旧
藤
井
邸
・
山
手
町
）
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
名
建
築
が
建
つ
敷
地
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
昭
和
四
十
年
代
か

ら
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
用
地
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
世
界
的
な
名
建
築
で

あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
近
代
建
築
に
お
け
る
世
界
的
建
築
家
フ
ラ
ン
ク
・
ロ

イ
ド
・
ラ
イ
ト
に
よ
り
設
計
さ
れ
て
い
た
山
邑
太
左
衛
門
邸
（
山
手
町
）
を
、
昭

和
四
十
六
年
、
取
り
壊
し
て
、
跡
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
す
る
と
い
う
計
画
が

持
ち
上
っ
た
。
し
か
し
、
専
門
家
や
市
民
に
よ
る
働
き
か
け
に
、
所
有
者
が
全
面

的
に
協
力
し
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
撤
回
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
九
年
に
は
「
旧
山
邑
家
住
宅
（
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
）」
は
大
正
建

築
と
し
て
は
初
め
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
継
承
さ
れ
て
き
た
近
代
建
築
と
し
て
は
、
山
口
吉
郎
兵
衛
邸
（
山
芦

屋
町
）
が
、
昭
和
三
十
九
年
に
滴
翠
美
術
館
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

市
内
に
お
い
て
親
し
ま
れ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
た
旧
芦
屋
国
際
ホ
テ
ル
（
六
麓
荘
町　

戦
後
は
芦
屋
大
学
）、
金
川
邸

（
伊
勢
町
）、
竹
内
別
荘
（
東
芦
屋
町
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
山
手
と
浜
手
で
風
景
を
飾
っ
て
い
た
名
建
築
が
平
成
七
年
頃
ま
で
に
い
ず

れ
も
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
本
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
で
あ
る
個
人
所
有
に
よ
る
洋
館
建
築
が
数
少
な
く
な
る
な
か
、
今
後
、
い
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か
に
し
て
継
承
す
る
か
は
本
市
に
お
け
る
課
題
で
も
あ
る
。

　

一
方
で
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
き
た
建
築
で
も
、
芦
屋
郵
便
局
電
話
事
務
所
や
、
芦
屋
警
察
署
、
仏
教
会
館
と
い
っ
た
公
共

的
な
近
代
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
。
芦
屋
警
察
署
は
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
旧
館
を
保
全
し
た
建

て
替
え
が
行
な
わ
れ
、
仏
教
会
館
は
、
道
路
拡
幅
に
よ
り
わ
ず
か
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
全
面
的
に
保
全
さ
れ
た
。
ま
た

芦
屋
郵
便
局
電
話
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
料
理
店
と
し
て
商
業
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

三
． 

御
影
石
の
石
垣
と
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
の
生
垣

　

御
影
石
の
石
垣　
　

本
市
の
市
街
化
の
広
が
り
は
、
近
世
か
ら
の
村
落
を
中
心
と
し

て
、
明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
郊
外
住
宅
地
開
発
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

特
に
、
芦
屋
川
周
辺
や
海
岸
部
か
ら
別
荘
地
が
広
が
り
、
最
後
に
山
の
手
に
展
開
さ
れ

た
。
そ
の
時
代
の
市
街
地
は
、
お
屋
敷
町
と
し
て
戦
後
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。

　

そ
こ
に
は
先
に
み
た
洋
館
建
築
な
ど
の
歴
史
的
建
築
物
を
残
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
点

的
な
地
域
資
源
の
一
方
で
、
こ
の
お
屋
敷
町
に
連
続
的
な
景
観
を
織
り
成
し
た
も
の
も

あ
る
。
御
影
石
の
石
垣
と
、
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
の
生
垣
で
あ
る
。
御
影
石
は
、
背
後
に

そ
び
え
る
六
甲
山
に
産
し
た
六
甲
花
崗
岩
で
あ
り
、
積
み
出
し
地
で
あ
っ
た
御
影
（
神

戸
市
）
と
い
う
地
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
こ
の
石
材
は
産
出
さ
れ
、
徳
川
時
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代
の
大
阪
城
へ
も
無
数
に
運
ば
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
当
時
に
採
石
し
た
大
名
の
家
紋
の
入
り
刻
印
石
が
、
市
内
で
散
見

で
き
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
御
影
石
は
、
昭
和
四
十
年
代
ま
で
、
地
元
で
も
流
通
し
て
お
り
、
本
市
で
も
斜
面
地
と
い
う

地
形
的
特
性
か
ら
無
数
に
石
垣
や
石
塀
に
使
わ
れ
て
き
た
（
5
‐
5
）。
し
か
も
、
宅
地
造
成
の
際
に
は
、
地
中
か
ら
無
数
の
石
材

が
出
土
し
た
。
そ
う
し
た
石
材
を
、
そ
の
現
場
で
積
み
上
げ
、
石
垣
や
石
塀
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
石
は
ピ
ン
ク
色
を
呈
し
、
芦

屋
の
街
の
色
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
石
垣
が
、
白
砂
の
地
面
と
あ
い
ま
っ
て
文
学
作
品
に
も
描
写
さ
れ
て
き
た
。

　

六
甲
山
の
岩
肌
と
市
街
地
の
石
垣
、
そ
し
て
芦
屋
川
の
川
床
の
色
が
、
一
体
と
な
っ
て
本
市
の
風
土
色
と
も
な
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
お
屋
敷
町
の
建
物
更
新
や
、
相
続
に
よ
る
取
り
壊
し
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
景
観
は
、
少
な
か
ら
ず
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。

　

カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
の
生
垣　
　

カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
の
生
垣
も
、
石
垣
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
地
域
景
観
を
成
し
て
き
た
。
こ
の
種
の

生
垣
は
、
関
西
特
有
の
景
観
で
も
あ
り
、
御
影
石
の
石
垣
と
あ
い
ま
っ
て
本
市
の
風
土
的
景
観
と
い
え
よ
う
（
5
‐
6
）。
し
か
し
、

石
垣
も
生
垣
と
共
に
、
邸
宅
の
細
分
化
や
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
、
住
宅
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
に
よ
っ
て
、
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
日
も
市
内
の
工
事
現
場
か
ら
は
石
が
掘
り
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
処
分
さ
れ
て
い
る
。

庭
園
都
市
を
め
ざ
す
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
地
域
資
源
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
庭
園
で
は
緑
だ
け
で
な

く
、
石
も
重
要
で
あ
る
。
本
市
の
色
を
構
成
す
る
こ
う
し
た
素
材
は
大
切
に
さ
れ
て
き
た
。
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
、
市
役
所
の

新
庁
舎
が
完
成
し
た
が
、
周
辺
に
建
つ
お
屋
敷
街
の
石
垣
の
景
観
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
、
一
階
部
分
に
石
が
張
ら
れ
た
。
地
元
の
石

の
色
彩
に
近
い
他
県
産
の
花
崗
岩
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
本
市
に
は
根
強
く
こ
の
色
彩
へ
の
意
識
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
震
災
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後
、「
若
宮
ま
ち
か
ど
広
場
」
な
ど
で
も
、
朝
日
ケ
丘
の
マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
現
場
で
出
土
し
た
石
や
、
ほ
か
に
も
本
市
の
お
屋
敷
で
使

わ
れ
て
き
た
庭
石
、
手ち

ょ
う
ず水
石い
し

、
沓く
つ

脱ぬ
ぎ
い
し石
、
ま
た
大
阪
城
に
運
ば
れ
る
た
め
に
大
名
の
刻
印
が
入
っ
た
刻
印
石
、
ま
た
阪
神
国
道
電
車

の
敷
石
な
ど
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
御
影
石
で
公
園
や
広
場
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
工
事
の
た
び
に
日
々
、
地
場
石
材
が
出
土
す
る
。
先
人
た
ち
が
何
世
紀
に
も
わ
た
り
築
い
て
き
た
地
域
固
有
の
風
景
の

保
全
の
た
め
に
も
、
今
後
こ
れ
ら
の
石
を
た
め
て
お
き
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
． 

文
学
に
描
か
れ
た
芦
屋
の
姿

　

村
上
春
樹
・
谷
崎
潤
一
郎
な
ど　
　

昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
の
芦
屋
を
作
品
に
登
場
さ
せ
た
村
上
春
樹
は
、「
海
か
ら
山
に

向
か
っ
て
伸
び
た
惨
め
な
ほ
ど
細
長
い
街
だ
。
川
と
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
、
ゴ
ル
フ
・
コ
ー
ス
、
ず
ら
り
並
ん
だ
広
い
屋
敷
、
壁
そ
し

て
壁
、
幾
つ
か
の
小
奇
麗
な
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
古
い
図
書
館
、
月
見
草
の
繁
っ
た
野
原
、
猿
の
檻
の
あ
る
公
園
、
街
は

い
つ
も
同
じ
だ
っ
た
」
と
デ
ビ
ュ
ー
作
『
風
の
歌
を
聴
け
』
で
書
い
て
い
る
。
こ
こ
に
も
お
屋
敷
町
の
壁
の
景
観
、
そ
し
て
旧
松
山

邸
洋
館
の
図
書
館
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
時
代
の
名
残
が
伺
わ
れ
る
が
、
加
え
て
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
新
し
い
芦
屋
も
登
場
す

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
村
上
は
、
の
ち
の
作
で
変
容
す
る
芦
屋
も
登
場
さ
せ
て
い
る
。「
僕
は
川
を
離
れ
、
か
つ
て
の
海
岸
道
路
に
沿
っ
て
東

に
歩
い
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
古
い
防
波
堤
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
。
海
を
失
っ
た
防
波
堤
は
な
ん
だ
が
奇
妙
な
存
在
だ
っ
た
。
僕
は

昔
よ
く
車
を
停
め
て
海
を
眺
め
て
い
た
あ
た
り
で
立
ち
ど
ま
り
、
防
波
堤
に
腰
か
け
て
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
。
海
の
か
わ
り
に
埋
立
地
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と
高
層
ア
パ
ー
ト
が
眼
前
に
広
が
っ
て
い
た
。
の
っ
ぺ
り
と
し
た
ア
パ
ー
ト
の
群
れ
は
空
中
都
市
を
作
ろ
う
と
し
て
」
と
『
羊
を
め

ぐ
る
冒
険
』
に
記
し
て
い
る
。

　

「
僕
ら
が
住
ん
で
い
た
町
は
、
見
事
に
典
型
的
な
大
都
市
郊
外
の
中
産
階
級
的
住
宅
地
だ
っ
た
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
あ
い
だ
に

多
少
な
り
と
も
親
交
を
持
っ
た
同
級
生
た
ち
は
、
み
ん
な
比
較
的
小
奇
麗
な
一
軒
家
に
暮
ら
し
て
い
た
。（
中
略
）
ア
パ
ー
ト
と
か
マ

ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
人
間
を
、
僕
は
そ
の
当
時
誰
一
人
と
し
て
知
ら
な
か
っ
た
。
僕
が
あ
と
に
な
っ
て
近
く
の
別
の
町
に
引
っ

越
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
も
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
成
り
立
ち
の
町
だ
っ
た
。
だ
か
ら
大
学
に
入
っ
て
東
京
に
出
て
く
る
ま

で
、
通
常
の
人
間
は
み
ん
な
ネ
ク
タ
イ
を
し
め
て
会
社
に
通
い
、
庭
の
つ
い
た
一
軒
家
に
住
ん
で
、
犬
か
猫
を
飼
っ
て
い
る
も
の
だ

と
僕
は
思
い
込
ん
で
い
た
」
と
『
国
境
の
南
、
太
陽
の
西
』
に
書
い
て
い
る
。

　

村
上
が
過
ご
し
た
昭
和
三
十
・
四
十
年
代
の
本
市
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
少
し
ず
つ
変
化
す
る
お
屋
敷
町
の
姿
、
つ
ま

り
新
市
街
や
お
店
が
み
え
る
。

　

し
か
し
、
村
上
は
戦
前
の
本
市
を
書
い
た
文
学
者
と
も
少
な
か
ら
ず
共
通
す
る
こ
と
も
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
芦
屋
の
川
床
や
、

山
の
花
崗
岩
が
砕
け
て
広
が
る
地
面
で
あ
る
。

　

「
白
い
砂
の
道
だ
け
が
残
る
。
僕
は
散
歩
の
つ
い
で
に
そ
ん
な
道
を
上
流
ま
で
辿
り
、
川
が
川
床
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
ポ
イ
ン

ト
を
探
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
流
れ
の
最
後
の
細
い
一
筋
が
ふ
と
何
か
を
み
つ
け
た
と
い
っ
た
感
じ
で
立
ち
止
ま
り
、
そ
し

て
次
の
瞬
間
に
は
も
う
消
え
て
い
た
。
地
底
の
闇
が
彼
ら
を
そ
っ
と
呑
み
込
ん
で
い
っ
た
」（『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』）

　

村
上
の
書
く
白
い
砂
の
道
や
川
床
と
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
か
ら
作
家
た
ち
の
目
に
映
っ
た
風
景
で
あ
っ
た
。
谷
崎
潤
一
郎
も

三
七
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『
細
雪
』
で
、
こ
の
花
崗
岩
質
の
白
い
地
面
を
、
与
謝
野
晶
子
も
『
沙
上
』
で
「
武
庫
郡
松
の
あ
ひ
だ
を
幾
筋
の
沙
河
つ
ら
ぬ
き
て

白
き
な
り
け
り
／
芦
屋
川
水
絶
え
し
日
は
し
ら
沙
を
武
庫
の
山
風
洗
ふ
な
る
べ
し
／
沙
床
に
泡
の
花
ほ
ど
芦
屋
川
水
な
が
れ
た
り
か

み
に
の
ぼ
れ
ば
」
と
、
村
上
と
同
じ
川
床
に
着
目
す
る
。
芦
屋
川
の
水
が
干
上
が
っ
た
川
床
は
、
村
上
だ
け
で
な
く
、
本
市
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
が
一
度
は
想
像
力
を
か
き
た
た
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　

第
三
節　

芦
屋
の
顔

一
． 

山
と
海
の
ま
ち
の
拠
点　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

　

い
か
り
ス
ー
パ
ー
と
ダ
イ
エ
ー　
　

本
市
に
お
け
る
昭
和
四
十
年
代
ま
で
の
商
業
地
は
、
主
に
本
通
・
三
八
通
商
店
街
の
あ
っ
た

中
心
市
街
地
と
、
市
内
に
立
地
す
る
鉄
道
駅
・
四
駅
の
周
辺
部
で
あ
っ
た
。
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
地
形
成
は
、
既
に
昭
和
初

期
に
整
い
、
ま
た
阪
急
・
J
R
（
国
鉄
）
駅
前
の
商
店
街
も
戦
前
期
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
の
市
街
化
は
、
市
内
東
部
（
旧
打
出
村
）
で
、
特
に
北
部
に
お
い
て
三
十
年
代
か
ら
行
な
わ
れ
て

き
た
北
部
土
地
区
画
整
理
や
甲
南
土
地
区
画
整
理
の
完
成
に
よ
っ
て
進
行
し
て
い
く
。
前
者
の
地
区
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
続

き
、
後
者
に
は
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
。
そ
れ
に
伴
い
新
た
な
商
業
も
誕
生
し
て
く
る
。
大
き
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
は
、
そ
の
両
地

区
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
あ
た
る
場
所
に
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
に
舶
来
日
用
食
品
な
ど
を
扱
う
い
か
り
ス
ー
パ
ー
が
誕
生
す

三
七
六
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る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
伴
い
周
辺
部
に
商
業
店
舗
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

本
市
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
現
に
つ
い
て
は
、『
新
修
芦
屋
市
史
』
本
篇
に
も
詳
し
く
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
、
駅
前
や
中

心
商
店
街
（
三
八
通
商
店
街
）
に
隣
接
し
て
創
業
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
既
存
の
商
店
街
か
ら
も
独
立
し
た
形
で
設
け
ら

れ
た
の
が
こ
の
い
か
り
ス
ー
パ
ー
で
あ
り
、
そ
こ
が
ま
た
新
た
な
商
業
エ
リ
ア
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。

　

ほ
か
に
昭
和
四
十
年
に
打
出
の
浜
手
に
く
み
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
進
出
が
み
ら
れ
同
じ
年
に
浜
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
こ
こ
で

も
新
た
な
商
業
エ
リ
ア
が
み
ら
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
、
本
市
の
東
部
（
旧
打
出
村
）
に
お
け
る
山
手
と
浜
手
の
市
街
化
に

よ
っ
て
、
新
た
な
拠
点
地
域
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

浜
手
に
つ
い
て
は
旧
来
の
近
隣
商
業
の
形
態
を
と
る
一
方
で
、
い
か
り
ス
ー
パ
ー
の
あ
る
山
手
の
エ
リ
ア
は
、
近
隣
に
限
ら
れ
た

商
圏
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
東
に
隣
接
す
る
西
宮
市
を
含
め
た
広
い
エ
リ
ア
か
ら
の
集
客
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
車
社
会
の
定
着
と
あ
い
ま
っ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
商
業
地
で
は
な
い
地
に
新
た
な
商
業
エ
リ
ア
が
誕
生

し
た
。
車
社
会
と
連
動
し
た
商
業
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
お
け
る
芦
屋
浜
の
ダ
イ
エ
ー
の
誕
生
も
そ
う
で
あ
る
。

　

大
規
模
店
舗
と
い
う
要
素
も
あ
い
ま
っ
て
市
域
全
体
か
ら
の
自
家
用
車
に
よ
る
集
客
が
み
ら
れ
、
一
つ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ

た
。
い
か
り
ス
ー
パ
ー
と
ダ
イ
エ
ー
と
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
ま
れ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
昭
和
後
期
に
お
け
る
山
手
と
浜
手

に
お
け
る
二
つ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
た
。

　

新
し
い
芦
屋
の
顔　
　

山
手
に
「
い
か
り
ス
ー
パ
ー
」、
浜
手
に
「
ダ
イ
エ
ー
」
と
新
た
な
ま
ち
の
顔
が
生
ま
れ
て
い
く
な
か

三
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で
、
本
市
の
玄
関
口
と
な
っ
て
き
た
J
R
駅
前
に
モ
ン
テ
メ
ー
ル
が
誕
生
す
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
や
高
層
建
築
が
、
山
手
や
浜
手
に

先
行
し
て
林
立
す
る
な
か
で
、
中
心
部
の
高
層
化
が
は
じ
ま
っ
た
。
モ
ン
テ
メ
ー
ル
の
命
名
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
山
と
海
を
意
味
す

る
。
本
市
の
特
徴
と
さ
れ
た
山
と
海
と
を
楽
し
む
「
二
楽
」
が
引
き
継
が
れ
た
空
間
が
、
玄
関
口
に
誕
生
し
た
。
そ
の
二
楽
を
楽
し

む
建
物
の
完
成
は
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
に
は
ア
ル
パ
芦
屋
、
昭
和
六
十
一
年
に
は
国
鉄
芦
屋
駅
前
再
開
発
「
ラ
ポ
ル
テ

北
地
区
」
完
成
と
続
い
て
い
く
。

　

日
本
旅
館
は
、
ラ
ポ
ル
テ
の
な
か
で
ホ
テ
ル
へ
と
か
わ
り
、
市
場
は
ビ
ル
の
地
下
へ
と
、
賑
わ
い
の
風
景
は
、
大
規
模
建
築
の
な

か
へ
と
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

二
つ
の
川
が
ま
ち
の
軸
に　
　

大
規
模
な
商
業
施
設
が
形
成
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
も
良
好
な
住
宅
街

の
環
境
や
風
景
に
恵
ま
れ
た
場
所
に
お
け
る
住
宅
地
に
調
和
し
た
店
舗
も
立
地
し
て
い
く
。
山
手
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が

点
在
し
は
じ
め
、
ま
た
芦
屋
川
に
沿
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
テ
ナ
ン
ト
が
入
る
ビ
ル
も
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

風
致
地
区
と
な
っ
て
い
る
芦
屋
川
沿
い
に
は
、「
市
木
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
既
存
の
樹
木
を
生
か
し
た
設
計
や
、

建
築
物
の
高
さ
規
制
に
よ
っ
て
、
高
さ
の
そ
ろ
っ
た
建
築
物
が
建
て
ら
れ
連
続
的
な
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
川
と
建

築
物
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
新
た
な
河
川
景
観
が
生
ま
れ
て
い
っ
て
い
る
。
一
方
、
宮
川
沿
い
に
も
同
様
の
店
舗
の
形
成
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
芦
屋
川
と
宮
川
と
い
う
本
市
の
歴
史
的
な
二
つ
の
軸
線
は
、
ま
ち
の
風
景
を
飾
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
芦
屋
川
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
よ
う
に
、
宮
川
沿
い
の
店
舗
立
地
に
も
独
自
の
規
制
や
誘
導
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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第
四
節　

芦
屋
川
の
二
つ
の
核　

そ
の
景
観
危
機
か
ら
の
復
興

一
． 

景
観
の
中
心
軸
・
芦
屋
川

　

守
る
べ
き
景
観　
　

芦
屋
川
は
本
市
の
景
観
の
中
心
軸
で
あ
る
。
緑
深
き
六
甲
山
と
水
面
広
き
大
阪
湾
を
つ
な
ぎ
、
ま
ち
の
姿
を

映
す
最
も
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
空
間
で
あ
る
。
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
の
本
市
の
み
ど
り
と
景
観
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
れ
ば
、
芦
屋
ら
し
い
と
感
じ
ら
れ
、
市
民
に
最
も
好
か
れ
て
い
る
景
色
と
し
て
ほ
か
の
所
を
圧
し
て
断
然
多
く
の
市
民
が
芦

屋
川
沿
い
の
景
観
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
松
並
木
や
川
越
し
の
眺
望
な
ど
が
好
ま
れ
、
ま
た
守
っ
て
い
き
た
い
緑
も
芦
屋
川
の
桜
と

松
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
景
観
の
良
く
な
い
場
所
と
し
て
断
然
多
か
っ
た
の
が
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
と
J
R
芦
屋
駅
周

辺
で
、
三
、四
番
目
の
国
道
四
三
号
沿
い
と
宮
川
沿
い
の
倍
近
く
市
民
が
良
く
な
い
と
答
え
て
い
る
。

　

そ
の
芦
屋
川
の
景
観
の
核
と
な
っ
て
い
る
建
築
物
が
、
山
麓
の
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
（
旧
山
邑
邸
、
以
下
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
と
い

う
）
と
J
R
神
戸
線
沿
い
の
仏
教
会
館
で
あ
る
。
こ
の
南
北
二
つ
の
名
建
築
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
存
続
し
て
い

た
が
、
そ
の
立
地
環
境
の
激
変
に
見
舞
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
景
観
の
核
と
し
て
の
位
置
を
今
な
お
保
つ
に
至
っ
て
い
る
背
後
に

は
多
く
の
努
力
が
あ
っ
た
。
特
に
市
や
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
現
・
都
市
再
生
機
構
）
の
公
的
機
関
関
係
者
の
あ
ま
り
公
に
さ
れ
て

い
な
い
努
力
の
経
緯
を
記
し
て
お
き
た
い
。
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二
． 

北
の
核
＝
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
（
旧
山
邑
邸
）　

危
機
の
克
服　
　

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
ア
メ
リ
カ
の
世
界
的
建

築
家
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
基
本
設
計
に
よ
り
、
桜
正
宗
で

有
名
な
灘
魚
崎
郷
の
山
邑
酒
造
八
代
目
山
邑
太
左
衛
門
別
邸
と
し
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
十
三
年
に
完
成
し
た
。
国
の
重
要
文
化
財
と

し
て
、
昭
和
六
十
三
年
保
存
修
理
が
完
工
し
、
そ
の
結
果
も
あ
っ
て
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
も
か
ろ
う
じ
て
一
部
破
損
で
済
み
、
調
査
修
理
を

経
て
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
一
般
公
開
が
再
開
さ
れ
る
に
至
っ
た

（
5
‐
7
）。

　

こ
の
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
の
裏
山
の
大
邸
宅
の
森
と
な
っ
て
い
た
土
地

が
宅
地
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
平
成
九
年
秋
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
芦
屋

川
が
六
甲
山
か
ら
流
れ
出
る
源
の
山
麓
に
位
置
し
、
楠
な
ど
の
大
木
の

林
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
は
建
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

の
建
築
の
背
景
と
な
る
緑
は
実
は
隣
接
す
る
背
後
の
敷
地
の
も
の
で

あ
っ
た
（
5
‐
8
）。
そ
の
樹
木
が
開
発
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま

5-8　残された緑空中写真 5-7　ヨドコウ迎賓館（旧山邑邸）
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え
ば
、
芦
屋
川
・
六
甲
山
の
周
辺
環
境
と
見
事
に
マ
ッ
チ
し
た
名
建
築
の
価
値
は
大
幅
に
減
っ

て
し
ま
う
。

　

こ
の
背
後
の
緑
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
を
、
平
成
九
年
十
一
月
に
ま
ず
知
っ
た

県
西
宮
土
木
事
務
所
と
本
市
の
文
化
財
担
当
や
風
致
担
当
に
よ
る
協
議
が
始
ま
り
、「
グ
リ
ー
ン

オ
ア
シ
ス
整
備
事
業
」
の
活
用
を
前
提
に
北
村
市
長
（
当
時
）
は
平
成
十
年
二
月
に
緑
を
保
存

す
る
た
め
に
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
を
緑
地
と
し
て
買
収
す
る
判
断
を
下
し
た
。
そ
れ

は
震
災
復
興
途
上
の
財
政
上
非
常
に
困
難
な
時
期
で
の
決
断
で
あ
っ
た
。
結
局
、
平
成
十
年
七

月
、
約
五
億
円
で
一
一
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
、
山
手
南
緑
地
（
5
‐
9
）
と
し
て
整

備
さ
れ
、
芦
屋
川
の
北
の
核
＝
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
の
緑
の
環
境
は
永
続
的
に
守
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
． 

南
の
核
＝
芦
屋
仏
教
会
館

　

環
境
保
全
へ
む
け
て　
　

仏
教
会
館
は
芦
屋
川
（
西
岸
）
の
ほ
と
り
、
J
R
神
戸
線
の
す
ぐ
南
に
位
置
す
る
。
対
岸
に
は
市
民
会

館
・
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
と
も
に
中
流
域
か
ら
下
流
に
か
け
て
の
芦
屋
川
景
観
の
重
要
な
核
と
な
っ
て
い
る
。
仏
教
会
館
は
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
株
式
会
社
丸
紅
初
代
社
長
の
伊
藤
長
兵
衛
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
建
築
設
計
は
明
治
期
か
ら
昭

和
初
期
に
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
で
あ
っ
た
片
岡
安
に
よ
る
。

　

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
て
の
洋
風
建
築
で
、
仏
教
に
関
す
る
宗
教
的
活
動
だ
け
で
な
く
多
様
な
文
化
的
施
設
と
し

5-9　山手南緑地
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て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
特
に
昭
和
二
十
四
か
ら
二
十
九
年
に
か
け
て
は
市
立
図
書
館
と

し
て
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
建
築
当
初
は
地
下
に
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
、
屋
上
を
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

と
し
て
開
放
す
る
な
ど
、
社
交
の
場
と
し
て
の
利
用
も
な
さ
れ
て
き
た
（
5
‐
10
）。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
、
国
道
二
号
の
南
北
、
仏
教
会
館
を
含
む
芦
屋
川
の
西
部
一

帯
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
都
市
計
画
事
業
に
よ
る
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
仏
教
会
館
の
建
築
の
被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
が
、
芦
屋
川
沿
い
の
市
道

を
広
げ
る
計
画
が
た
て
ら
れ
た
た
め
、
敷
地
東
側
の
玄
関
前
が
四
メ
ー
ト
ル
削
ら
れ
階
段
を
含

む
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
付
属
屋
、
玄
関
前
樹
木
な
ど
が
道
路
計
画
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

仏
教
会
館
は
重
要
文
化
財
な
ど
の
指
定
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
な
ど

と
一
体
と
な
っ
た
景
観
を
形
成
し
て
い
る
建
物
で
あ
り
、
本
市
を
代
表
す
る
芦
屋
川
の
景
観

の
核
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
曳
家
保
存
工
事
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
5
‐

11
）。
本
体
の
建
物
が
道
路
計
画
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
芦
屋
川
と
一
体
と

な
っ
た
玄
関
前
景
観
を
保
全
す
る
た
め
に
工
事
が
行
な
わ
れ
、
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に

完
了
し
た
。
事
業
者
で
あ
る
本
市
、
事
業
を
担
当
し
た
都
市
基
盤
整
備
公
団
の
関
係
者
の
震
災

で
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
歴
史
的
建
造
物
と
そ
の
周
辺
の
環
境
保
全
へ
の
熱
意
の
た
ま
も
の
と
い

5-10　芦屋仏教会館5-11　曳家前後現況重ね図
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え
る
事
例
で
あ
る
。

　
　

第
五
節　

ま
ち
の
暮
ら
し　

新
た
な
祭
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

一
． 

新
し
い
ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　

コ
ミ
ス
ク
の
活
動　
　

昭
和
四
十
年
代
か
ら
市
街
地
が
広
が
る
な
か
で
、
新
し
い
ま
ち
に
も
小
学
校
が
新
設
さ
れ
て
い
く
。
昭
和

四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
に
朝
日
ケ
丘
小
学
校
、
昭
和
五
十
年
代
に
な
っ
て
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
に
潮
見
小
学
校
、
打
出
浜
小
学

校
、
浜
風
小
学
校
、
そ
し
て
山
手
に
三
条
小
学
校
が
誕
生
し
た
。

　

戦
前
か
ら
続
く
精
道
、
山
手
、
岩
園
、
宮
川
と
い
っ
た
旧
市
街
の
小
学
校
に
対
し
て
、
朝
日
ケ
丘
小
学
校
や
潮
見
小
学
校
な
ど

は
、
新
し
い
ま
ち
の
学
校
と
な
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
が
生
ま
れ
て
き
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
以
下
コ
ミ
ス
ク
）
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ス
ク
と
は
、
小
学
校
の
運
動
場
、
体
育
館
、
空
き
教
室
な
ど
を
地
域
交
流
に

活
か
す
も
の
で
、
陶
芸
、
俳
画
な
ど
文
化
活
動
や
、
少
年
野
球
な
ど
活
動
が
多
岐
に
拡
が
っ
て
い
く
。
夏
祭
り
な
ど
も
開
催
す
る
。

　

昭
和
五
十
三
年
に
三
条
コ
ミ
ス
ク
、
翌
年
に
朝
日
ケ
丘
コ
ミ
ス
ク
、
昭
和
五
十
六
年
に
潮
見
コ
ミ
ス
ク
と
、
新
設
さ
れ
た
小
学
校

で
積
極
的
な
コ
ミ
ス
ク
活
動
が
、
ほ
か
の
小
学
校
区
に
先
が
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ス
ク
は
、
新
設
さ
れ
た
小
学

校
区
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
夏
祭
り
は
地
域
の
祭
り
と
し
て
年
々
盛
ん
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
伝
統
的
な
祭
り
が
な
か
っ
た
朝
日
ケ
丘

三
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で
は
地
域
の
大
き
な
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
郊
外
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
た
本
市
に
と
っ
て
、
趣
味
を
介
し
た
集
ま
り
や
夏
祭
り

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
定
着
し
た
。

　

先
駆
的
な
学
校
給
食　
　

昭
和
四
十
年
代
以
降
に
形
成
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
も
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
姿
が
生
ま
れ
た

が
、
戦
前
か
ら
市
内
小
学
校
で
行
な
わ
れ
て
き
た
先
駆
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、
新
設
校
に
も
広
が
る
。
例
え
ば
学
校
給
食

で
あ
る
。

　

本
市
は
、
昭
和
二
十
年
代
よ
り
自
校
調
理
や
給
食
設
備
な
ど
各
校
が
文
部
大
臣
表
彰
を
う
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

導
入
し
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
そ
う
し
た
伝
統
も
新
設
校
に
次
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
各
小
学
校
に
よ
る
自
校
調
理
に
お

け
る
創
意
工
夫
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
一
年
、
朝
日
ケ
丘
小
学
校
が
学
校
給
食
優
良
学
校
と
し
て
、
県
お
よ
び
全
国
表
彰

を
う
け
、
昭
和
五
十
八
年
に
は
潮
見
小
学
校
も
県
教
育
長
か
ら
表
彰
を
う
け
た
。
朝
日
ケ
丘
小
学
校
で
は
校
歌
で
「
リ
フ
ト
で
あ
が

る
給
食
」
と
歌
わ
れ
る
（
現
在
の
校
歌
と
異
な
る
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
も
行
な
わ
れ
た
。

　

当
時
価
格
変
動
の
激
し
か
っ
た
鯨
肉
な
ど
を
物
価
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
市
か
ら
の
助
成
借
入
金
で
共
同
購
入
（
先
買
い
）
し
、

給
食
に
提
供
し
て
い
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
世
界
捕
鯨
禁
止
に
よ
っ
て
鯨
肉
の
給
食
へ
の
供
給
が
な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
児
童
に
人
気
の
あ
っ
た
「
鯨
の
琥
珀
揚
げ
」
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
消
え
て
い
っ
た
。

　

登
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
　

農
漁
村
か
ら
発
展
し
た
本
市
は
、
都
市
と
し
て
の
歴
史
を
持
た
な
い
こ
と
で
、
日
常
的
に
市
民
が
集
ま

る
よ
う
な
象
徴
的
な
屋
外
空
間
は
な
い
が
、
六
甲
山
系
と
ち
ぬ
の
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
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そ
れ
が
「
城
山
登
山
」
で
あ
る
。
身
近
な
城
山
に
、
市
民
の
多
く
が
毎
朝
早
朝
に
登
っ
て
い
る
。
芦
屋
城
山
登
山
会
は
、
六
時
に

高
座
の
滝
を
経
て
、
六
時
半
に
頂
上
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
山
は
、
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
が
名
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
方
で
市
民
が
山
で
会
う
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
・
芦
屋
川
カ
レ
ッ
ジ　
　

開
学
し
て
二
十
年
以
上
経
つ
が
、
毎
年
、
入
学
希
望
者
が
定
員
を
上
回
る
。

芦
屋
川
カ
レ
ッ
ジ
は
、
市
立
公
民
館
が
主
催
す
る
満
六
〇
歳
以
上
の
市
民
に
よ
る
高
齢
者
大
学
で
あ
る
。
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）

年
秋
に
六
か
月
課
程
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
翌
年
に
は
修
了
生
が
学
習
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
芦
屋
川
カ
レ
ッ
ジ
学
友

会
が
設
立
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
二
年
に
は
、
受
講
生
か
ら
の
熱
心
な
希
望
に
よ
っ
て
一
年
課
程
に
延
長
さ
れ
る
。
さ
ら
に
平
成
三

（
一
九
九
一
）
年
に
は
、
修
了
生
を
対
象
と
し
た
芦
屋
川
セ
カ
ン
ド
カ
レ
ッ
ジ
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
毎
年
多
分
野
か
ら
気
鋭
の
専

門
家
が
担
当
し
、
長
年
に
お
い
て
毎
回
新
た
な
企
画
で
講
義
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
熱
心
に
企
画
す
る
ス
タ
ッ
フ
や
自
主
的

に
運
営
を
行
な
う
受
講
生
の
協
力
に
よ
っ
て
他
市
で
は
み
ら
れ
な
い
充
実
し
た
高
齢
者
大
学
と
な
っ
て
い
る
。
卒
業
後
の
同
窓
会
な

ど
で
も
学
習
を
続
け
、
高
齢
者
に
よ
る
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
と
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
他
市
で
は
み
ら
れ
な
い

本
市
独
自
の
誇
る
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。

二
． 

市
制
五
十
周
年　

ケ
ー
キ
の
街
・
芦
屋

　

ケ
ー
キ
の
街
の
形
成　
　

冒
頭
で
み
た
ヴ
ィ
ラ
や
ハ
イ
ツ
と
い
っ
た
名
前
が
つ
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
形
成
が
住
宅
街
に
お
い
て
先

行
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
本
市
に
お
い
て
は
、
住
宅
街
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
く
産
業
も
少
な
く
な
い
。
代
表
的
な
例
と
し
て
ケ
ー
キ
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店
の
形
成
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
の
市
制
五
十
周
年
に
は
、「
あ
し
や
ケ
ー
キ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ケ
ー
キ
の
街
の
形
成
は
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
の
本
通
商
店
街
の
ギ
ン
ザ
ヤ
を
は
じ
め
、
二
十
年
代
に
同
商
店
街
に
接

し
て
開
店
し
た
エ
マ
ン
テ
で
い
ず
れ
も
中
心
商
店
街
で
は
じ
ま
っ
た
。

　

宣
言
に
至
る
よ
う
な
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
で
あ
る
。
同
年
に
商
店
街
で
は
な
く
、
鉄
道
駅
前
に

続
々
と
ケ
ー
キ
店
が
誕
生
す
る
。
阪
神
芦
屋
駅
前
に
モ
ン
ト
ル
ー
、
ア
ン
リ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
、
そ
し
て
J
R
（
旧
国
鉄
）
芦

屋
駅
、
阪
急
芦
屋
川
駅
と
続
い
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
先
に
み
た
市
内
東
部
（
旧
打
出
村
）
に
お
け
る
山
手
の
市
街
化
に
伴
い
、
昭
和
五
十
年
代
か
ら
、
い
か
り
ス
ー
パ
ー
周

辺
に
、
芦
屋
ベ
ニ
ー
ル
、
レ
ー
ベ
ン
ス
バ
ウ
ム
、
琥
珀
亭
な
ど
が
開
店
し
て
い
く
。
こ
の
商
業
立
地
は
、
中
心
商
店
街
や
駅
前
商
業
地

と
は
異
な
る
新
た
な
拠
点
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
店
舗
立
地
と
あ
い
ま
っ
て
他
業
種
の
展
開
が
散
在
的
に
進
み
始
め
た
。

　

平
成
以
降
も
、
こ
の
立
地
は
住
宅
街
へ
の
ベ
ク
ト
ル
（
方
向
性
）
を
強
め
た
。
店
舗
建
築
自
体
も
、
住
宅
を
転
用
す
る
も
の
や
、

住
宅
の
一
部
を
店
舗
と
す
る
も
の
な
ど
、
既
存
の
商
業
建
築
と
は
異
な
る
形
態
を
生
み
だ
し
て
い
っ
た
。

三
． 

旧
中
心
市
街
地
の
変
容

　

駅
前
商
店
街
へ　
　

ケ
ー
キ
店
の
立
地
の
変
遷
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
芦
屋
の
商
業
は
、
旧
中
心
市
街
地
の
商
業
集
積
と
な
っ

て
い
た
三
八
通
や
本
通
か
ら
、
鉄
道
駅
前
へ
、
特
に
J
R
芦
屋
（
旧
国
鉄
）
駅
前
に
集
積
し
て
い
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
以
前
、

市
内
の
商
店
街
、
市
場
は
、
中
心
市
街
地
に
本
通
商
店
街
、
三
八
通
商
店
街
、
甲
陽
市
場
、
ま
た
阪
急
芦
屋
川
駅
前
に
山
手
商
店
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街
、
阪
神
打
出
駅
に
打
出
商
店
街
、
そ
し
て
大
東
町
に
打
出
浜
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。

　

活
気
あ
る
従
来
の
市
場
の
風
景
は
な
く
な
り
、
大
原
市
場
は
駅
前
再
開
発
で
ラ
ポ
ル
テ
に
入
り
、
甲
陽
市
場
も
阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
の
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
す
が
た
を
消
し
た
。
そ
し
て
甲
陽
市
場
が
繋
い
で
い
た
本
通
商
店
街
、
三
八
通
商
店
街
と
い
う

ア
ー
ケ
ー
ド
を
持
っ
た
旧
中
心
市
街
地
の
顔
も
ま
た
す
が
た
を
か
え
た
。
本
市
の
代
表
的
な
専
門
店
が
軒
を
連
ね
た
ア
ー
ケ
ー
ド
を

持
つ
商
店
街
が
な
く
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
ア
ー
ケ
ー
ド
が
な
く
な
り
道
は
拡
幅
さ
れ
た
が
本
通
、
三
八
通
と
も
に
区
画
整
理
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ま
ち
に
は
、
新

し
い
住
宅
と
と
も
に
店
舗
も
点
在
し
、
少
な
か
ら
ず
歴
史
の
面
影
が
引
き
継
が
れ
、
住
宅
と
店
舗
で
織
り
成
さ
れ
た
新
た
な
ま
ち
の

す
が
た
を
み
せ
て
い
る
。

四
． 

ま
ち
の
成
熟

　

道
路
愛
称
と
バ
ス
停　
　

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
新
生
芦
屋
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
、
企
業
社
宅
、
公
団
住
宅
の
建

設
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
戦
前
か
ら
み
ら
れ
た
よ
う
に
お
屋
敷
町
や
郊
外
住
宅
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
引
き
継
が
れ
る
展
開
と

な
っ
た
。
ま
た
市
内
に
は
、
ケ
ー
キ
店
な
ど
、
他
市
に
お
け
る
店
舗
集
積
を
上
回
る
よ
う
な
業
種
も
形
成
さ
れ
て
い
た
。
平
成
二

（
一
九
九
〇
）
年
、
市
制
五
十
周
年
に
は
「
あ
し
や
ケ
ー
キ
フ
ェ
ス
タ
」
が
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
ま
た
住
宅
地
文
化

と
し
て
育
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
だ
。

　

昭
和
四
十
年
以
降
に
で
き
た
ま
ち
も
、
四
十
年
を
経
て
成
熟
を
迎
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
公
団
住
宅
団
地
と
し
て
ス
タ
ー
ト
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し
た
岩
園
町
も
、
ま
ち
へ
と
成
熟
し
て
い
る
。
当
初
に
設
置
さ
れ
た
バ
ス
停
、「
公
団
口
」
と
「
公
団
北
口
」
は
、
昭
和
六
十
二

（
一
九
八
七
）
年
に
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
意
向
に
よ
っ
て
「
公
団
口
」
が
「
岩
園
橋
」
へ
、「
公
団
北
口
」
は
「
岩
園
町
」
と
、
土
地

に
ち
な
む
名
と
な
っ
た
。
ま
た
団
地
に
植
栽
さ
れ
て
い
た
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
の
並
木
が
、
新
緑
や
紅
葉
の
ト
ン
ネ
ル
を
成
す
ま
で
に

育
っ
た
。
そ
れ
は
市
民
の
誇
り
と
な
り
、
平
成
十
一
年
、
道
路
愛
称
募
集
で
市
民
に
よ
っ
て
、「
岩
園
並
木
坂
」
と
命
名
さ
れ
た
。
昭

和
四
十
年
代
に
形
成
さ
れ
た
団
地
も
ま
ち
へ
と
成
熟
し
た
。

　

こ
の
市
民
公
募
で
は
、
ほ
か
に
「
ラ
イ
ト
坂
」
や
「
宮
川
地
蔵
通
り
」（
5
‐
12
）
な
ど
、
市
内
に
育
ま
れ
た
住
宅
地
文
化
が
反
映

さ
れ
た
。
世
界
的
な
建
築
家
ラ
イ
ト
に
よ
る
邸
宅
や
、
ま
た
暮
ら
し
の
な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
「
橋
ご
と
に
あ
る
お
地
蔵
さ
ん
」
な

ど
が
名
称
に
活
か
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
ま
ち
の
成
熟
に
し
た
が
い
、
バ
ス
停
が
名
称
変
更
さ
れ
、
ま
た
新
た
な
道
路
愛
称
が
生
ま
れ
る
他
方
で
、
引
き
継
が
れ

る
名
称
も
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
国
道
四
三
号
の
建
設
で
な
く
な
っ
た

永
保
橋
は
、
今
も
そ
の
名
が
バ
ス
停
と
し
て
残
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
芦
屋
川
に

架
け
ら
れ
た
橋
に
は
、
業
平
橋
、
公
光
橋
、
月
若
橋
、
鵺
塚
橋
な
ど
、
能
楽
に

ち
な
む
豊
か
な
名
称
も
少
な
く
な
く
、
本
市
に
お
け
る
文
学
資
源
が
活
か
さ
れ

て
き
た
。
先
人
達
に
よ
る
工
夫
を
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
命
名
に
も

活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

5-12　宮川地蔵通り
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第
六
節　

芦
屋
の
曲
が
り
角

一
． 

ま
ち
の
す
が
た
の
変
貌 

　

マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
と
新
市
民　
　

本
市
に
お
け
る
第
一
次
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
一
度
迎
え
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
平
成
に
入
り
、
そ
の
勢
い
は
再
び
加
速
さ
れ
る
。
し
か
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
用
地
と
し
て
白
羽
の
矢
が
た
っ
て
い
く
の
は
、

や
は
り
か
つ
て
と
同
じ
よ
う
に
、
お
屋
敷
町
で
あ
っ
た
。
大
き
な
邸
宅
が
な
く
な
る
た
び
に
、
中
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
て
い

く
。
個
人
邸
宅
か
ら
、
集
合
住
宅
に
変
化
す
る
こ
と
で
人
口
密
度
は
膨
れ
上
が
る
。
増
加
し
て
い
く
新
住
民
は
、
こ
う
し
た
受
け
皿

に
迎
え
ら
れ
て
い
く
。

　

人
口
増
加
を
支
え
て
い
る
の
は
、
戦
前
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
た
邸
宅
跡
地
で
あ
っ
て
、
新
市
民
が
増
え
て
い
く
な
か
で
、
一
つ

ず
つ
お
屋
敷
が
消
え
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

ま
た
昭
和
四
十
年
代
に
は
新
た
な
ス
タ
イ
ル
と
し
て
建
て
ら
れ
た
企
業
社
宅
も
ま
た
マ
ン
シ
ョ
ン
用
地
と
な
り
、
ゆ
と
り
あ
る
社

宅
の
景
観
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

住
宅
街
ビ
ジ
ネ
ス
と
来
街
者　
　

風
光
明
媚
な
郊
外
住
宅
地
と
し
て
市
街
化
し
た
市
域
に
お
い
て
、
そ
の
環
境
と
歴
史
的
建
築
物

が
、
ま
た
新
た
な
地
域
資
源
と
な
っ
て
き
た
。
建
造
物
は
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
ま
た
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
住
宅
街
で
展
開
さ
れ
た
ケ
ー
キ
店
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
市
外
か
ら
の
来
街
者
を
惹ひ

き
つ
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け
て
い
っ
た
。

　

平
成
十
年
代
に
入
り
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
も
増
加
し
て
い
る
。
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
例
、
ま
た
山
手
の
邸
宅
を
改
装
す

る
例
、
ま
た
ベ
イ
サ
イ
ド
に
新
設
す
る
例
な
ど
、
い
ず
れ
も
本
市
の
環
境
、
つ
ま
り
自
然
環
境
と
住
宅
街
環
境
の
双
方
が
基
盤
と

な
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
盤
は
、
良
好
な
居
住
環
境
や
自
然
的
か
つ
歴
史
的
資
源
で
も
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら

資
源
の
保
全
に
つ
い
て
は
課
題
も
少
な
く
な
い
。
住
宅
街
と
し
て
の
保
全
と
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
ど
う
調
和
し
て
い

く
か
、
市
政
の
課
題
は
重
い
。

　

新
市
民
が
増
え
て
い
く
が
、
来
街
者
も
少
な
か
ら
ず
ま
ち
の
す
が
た
に
影
響
を
与
え
て
い
く
。
市
内
に
は
、
来
街
者
が
利
用
す
る

フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
れ
か
わ
り
立
ち
か
わ
り
形
成
さ
れ
る
。
近
年
で
は
、
休
日
に
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
に
訪
れ

る
来
街
者
も
少
な
く
な
い
。
い
ず
れ
も
戦
前
か
ら
本
市
に
形
成
さ
れ
て
き
た
環
境
や
イ
メ
ー
ジ
が
そ
れ
ら
を
ひ
き
つ
け
た
。
戦
前
に

お
け
る
芦
屋
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
四
十
年
で
大
き
く
か
わ
っ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
す
る
速
度
は

増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　

将
来
に
向
け
て
ス
ト
ッ
ク
を
蓄
積
し
て
い
く
よ
う
な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
無
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
四
十
年
が
幕
開
け

す
る
前
夜
に
は
、
き
わ
め
て
良
好
な
資
産
を
わ
れ
わ
れ
は
受
け
継
い
で
い
た
。
し
か
し
、
次
世
代
に
何
を
伝
え
て
い
け
る
か
を
十
分

に
今
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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